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本研究では、芸州厳島図会の挿絵・風景画に描かれた名所に対する視点場・視対象を特定し、分布

図を作成する。そして、季節や地形等が読み取れる挿絵・風景画から、景観要素をデータ化し、空間

構成と機能構成について分析を行なった。その結果より、宮島の名所景観の特徴としては、①神社仏

閣の名所が多く、宮島景観の主軸となっている。②春と秋の名所が充実している。③山辺空間では谷

に、海辺空間では岬に名所が多く認められ、その地形を活かし活かされる機能を有した名所となって

いることがわかった。起伏にとんだ地形の生み出す魅力こそが宮島の景観を形成していることが明ら

かになった。これらの宮島の名所景観の特性は、現在も色濃く継承されていることが確認できた。 
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１．はじめに 

 

「芸州厳島図会」※１）は、文化的に成熟した江戸時代

後期に描かれた名所図絵である。290 枚の風景画・挿絵

のうち133枚が名所図（風景画）でありいずれも秀逸で

ある。それらには、具体的な景色や寺社などが写実的に

描かれており、四季を通じて江戸庶民の情緒を風景に盛

り込み、さらに、ランドスケープ構成要素を詳細に表現

した図会であり、唯一のマスメディアとして中心的役割

を果たした浮世絵版画である。それらについて、景観要

素をデータ化し、について分類し、宮島の名所がどのよ

うな特性・特徴を持っているかを考察を行う。その結果

より宮島の名所の景観的特性と特徴を明らかにすること

を目的とする。 

 

２．芸州厳島図絵と既往の研究 

 

 江戸後期になると、幕府や藩により地誌が編纂される

一方で、諸国の名所案内や地誌的な内容をもつ「名所記」

が出版されるようになった。18世紀後半になるとこれま

での「名所記」を源流として、名所・神社・物産などを

記して風景画をそえた「名所図会」と呼ばれる通俗地誌

が出版された。 

「芸州厳島図会」(以降「図会」とする)は、寛政8年

（1796年）から文化3年（1806年）の第1期「名所図会」

ブームの時期に出版された。全十巻のうち前五巻は名所

図会、後五巻は厳島宝物図会、天保13（1842）年、天保

己未（1835）年に発刊の挨拶が認められる。 

本学図書館蔵書は、①国会図書館に所蔵されているも

のと凸版印刷の摩耗状態からほぼ同一のものと推測され

ること、②表紙が紺色で宝珠打ち出し文様が施されてい

ること、③蔵藩主宮崎小十郎が他界後は版の所在を墨で

消しているが、本書は国会図書館蔵書や国文学研究資料

（奈良県）と同じく蔵藩主らの名が認められることから、

第一版とされる国会図書館蔵書と同時期のものであると

考えられる。本研究では、本学図書館蔵書の図会のうち、

前半五巻の名所図会をもちいる。 

図会を用いたり参考にした既往の研究には、舩附の

「厳島新絵図」がある。図会の名所の説明、宮島の文化

と歴史や自然環境などを記述しており、宮島の郷土紹介

にとどまっている。 

池田ら※２）による寺社を中心とした門前町形成に関す

る研究、森保ら※３～５）による、宮島町のみず･みち･い

え等の空間構成の基本に焦点を当て、宮島の古絵図など

と現在の地図との比較した研究などがある。いずれも、

宮島の集落に注目した研究である。 



 

景観研究では、花岡ら※６）による、町並の景観と保全

に関する研究、があるが、こちらも町並み保全をテーマ

にしている。 

本研究は、図会に記載されている名所図に着目し、風

景や景観を視座として分析・考察を行った研究であり、

同様のものは見られない。 

 

３．名所図の要素と季節分類 

 

（１）神社仏閣を対象とした名所 

図会に描かれた名所図の特徴的な要素として挙げられ

るのは、神社仏閣を主対象とした名所図の割合は全体の

約 50％にも及んだことである。名所の半数近くが神社

仏閣を主対象としていることから、神社仏閣は主要な名

所であったと考えられる。そもそも宮島は神職や供僧が

住み始めたこともあり、生活が信仰と深いかかわりを持

っていた。そのため、神社や寺院が多く分布し、身近な

ものであったことから、名所として多く描かれたと考え

られる。 

（２）季節のわかる名所図 

図会に描かれた名所図の四季を区分した。季節の判

断には花や、動物、名所図の説明文に記載されている暦

から確認を行った。暦が確認できた場合は、春を 3～5

月とし、季節を3か月ごとに区切った。名所図から確認

する際は、春を示す景物は、桜、梅、藤、潮干狩りなど

であり、夏は、蛍、納涼、ホトトギスがあげられる。秋

は、 紅葉、月、鹿などで、冬であれば、雪が描かれて

いる。 

特定することができた名所図は、133枚中 67枚で、全

図会の中の 60％が季節の景物を備えていた。67 枚のう

ち春35枚、秋が19枚であり、春や秋に宮島の名所をよ

り楽しめるということが分かった（図1）。 

 

 

図1 芸州厳島図会季節図会数（n=67) 

  

四季の特定できた名所図67枚の、視対象の位置を地図

上にプロットすることで、四季別に視対象の分布を示し

たものが図2である。描かれた枚数の多い春と秋の分布

が山と平地の境界である山辺に多く分布している。 

 

 
図2  名所の四季別視対象分布図 
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３．地形による景観特性 

 

名所図は、必ずしも視点場が定まっているとは言えず、

鳥瞰図が多い。起伏のある地形の立体感や遠近感がよく

表され、土地の状況を把握しやすい。名所図から地形の

わかるものは 54枚認められ、山辺 26枚（約 48%）水辺 21

枚（約 39%）で、山辺の方が少し優勢であった。さらに、

宮島の地形から谷と岬が確認でき、谷は17枚（約25%）、

岬は6枚（約11%）であった。 

この山辺空間のうち「谷」という地形は、左右から山

が迫り、隠れこもった場所として「庇護性」に長けてい

る（図３）。また、かつては海辺空間であった「岬」は

平地や海に向かって山の先が突き出た地形をしており、

広い視界を確保できる場合が多い。そして平地より高い

位置にあり、俯瞰で景色を眺めることができ「眺望性」

が高い（図４）とされている※８）。 

これらの名所の位置を地図上にプロットしたところ、、

庇護性と眺望性を活かす機能を有した名所「要害の鼻」

「塔の岡」「白糸の瀧」などがが確認できた。（図5） 

庇護性の高い谷に確認できた名所には庭園や寺院を含

む建造物が多く確認できる。これは、庇護性のある場所

で隠れながらにして楽しむことが四季を通じて好まれて

いることがわかる。一方、眺望性の高い岬の名所には、

桜の名所が多いことから花見を楽しむのに適した場所で

あることがわかった。なお、岬は埋め立てにより、現在

は街もしくは山辺空間となっている。 

 

   
図3 庇護性の高い「瀧の宮」第４巻16            図4 眺望性の高い「経尾」第３巻41 

 

 
図5 岬・谷の地形分類 

白



 

４．景観構成要素による景観特性 

 

名所の図会を構成する景観要素により分類したと

ころ 7 つの特性が明らかになった。（図 6） 

さらに細分化すると、地形の変化を、線的・面的・

立体的要素として捉えると、地形の切り替わる境界

ラインに名所が多いことがわかる。地形的特性を捉

えたものも多いが、自然現象として珍しい蜃気楼や

厳島神社の潮の満ち引きも注視され表現されていた。 

 表現された空間を見ると、宗教空間や祭礼空間

だけでなくランドマークとなりえる工作物が強調さ

れている。寺社前面や境内での日常的活動を表現し

たものは観光化をアピールする風景画だとも考えら

れる。描かれた樹木種、たまり場、通り景観の表現、

周縁部境界の表現等も宮島の景観特性を図会に描く

ことで広く紹介していることがわかる。 

 

 
図６ 景観構成要素による特性分類 

 

 

５ 結論 

 

本研究で図会の名所図から見出した宮島名所景観の

特徴としては、①神社仏閣の名所が多く、宮島景観の主

軸となっている。②春と秋の名所が充実しおり、季節の

わかる名所図の半数は春を描いていた。③山辺空間では

谷に、海辺空間では岬に名所が多く認められ、その地形

を活かし、活かされる機能を有した名所となっている。

起伏にとんだ地形の生み出す魅力が宮島の景観を形成し

ていることが明らかになった。 

宮島の景観特性を形成するのは、山辺と海辺の空間

である。山辺の「谷」は庇護性に優れ、神社仏閣などが

多く厳かな祭礼空間であると同時に、四季を楽しめる要

素を備えた場所となっている。一方海辺の「岬」は眺望

性に優れており、花見などにより活気あるにぎやかな雰

囲気があり眺望空間を形成している。これらの宮島の名

所景観の特性は、現在も色濃く継承されており、図会に

より観光化への狙いも見事に受け継がれている。したが

って図会の名所は観光資源として活かされていることが

明らかになった。 
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